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若 き パ ル ク の “第 一 の ” 自殺

高 橋 俊 幸

 全512行 の ア レ クサ ン ドラ ン か らな る ポ ー ル ・ヴ ァ レ リー 『若 きパ ル ク』 の

重 要 な テ ー マ の一 つ が “死 ” で あ る こ とに つ い て は 、 今 日異 論 を 差 し挟 む 余

地 は な い よ うに思 わ れ る。 最 初 の 注 釈 者 で あ る哲 学 者 ア ラ ン は 、 こ の詩 に お

け る死 の テ ー マ を奇 妙 な ほ ど過 小 評 価 した が1、 詩 篇 を虚 心 坦 懐 に 読 め ぽ 、

パ ル ク が 自死 を 希 求 し、 し か もそ れ を成 し遂 げ な か った こ とが 、 い ろ ん な表

現 で 示 さ れ て い る の に 否 応 な く気 づ か さ れ る。

 そ の 最 も明確 な例 は 、304-5行 目の 〈“Terre trouble... et m�1馥�1'algue，

porte-moi/Porte doucemont moi” 海 藻 の 入 り交 じ っ た 溷 濁 の 地 よ、 我

を 運 べ 〉 で あ る。 海 辺 に立 つ パ ル ク が 、 溺 死 を希 求 す る さ ま が 、 そ こ に は

は っ き り と示 され て い る。

 更 に、 一 般 に “影 の 発 見 ” と題 され る144行 目 〈 “：La terre o�e fuyais

cette l馮鑽e mort。 ” 私 が 軽 い 死 を 逃 れ た この 大 地 〉 の 前 後 、165行 目

〈“Ace go飢de p6rir”  この 滅 びへ の 嗜 好 〉 を含 む20行 ほ どの フ ラグ メ ン

ト、 “春 ” の フ ラ グ メ ン ト直 前 の219行 目 〈“Omort， respire enfin cette es-

clave de roi” 死 よ、 この女 奴 隷 を 吸 い 込 ん で し ま>x>の 前 後10行 ほ ど、

更 に は370行 目 〈“Je soutenais l'馗lat de la mort toute pure” 一 かつ て 私

は 、 純 粋 な 死 を 支>xて い た 〉 の 前 後20行 、 そ し て381行 目 〈“O n'aurait-il

fallu， folle， que j'accomplisse” あ あ私 は 、 成 就 す べ き で あ った の だ ろ う

か 〉 か らは じ ま る フ ラ グ メ ン トな ど は、 い ず れ も そ の 解 釈 は一 筋 縄 で は 行 か

な い も の の 、 自死 へ の誘 惑 とそ の挫 折 、 成 し遂 げ な か った 死 へ の 愛 惜 な ど を

テ ー マ と して い る。 更 にF.de Lussyの 草 稿 研 究2や 、 Nicole Celeyrette-

Pietriの 論 文3な どに よ っ て 、 制 作 段 階 に お い て も死 が 常 に 重 要 な テ ー マ で
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あ った こ とは 、 今 日立 証 され て い る。

 と こ ろ で こ こで 問 題 に な る の は 、 こ の詩 篇 の 中 の ク ロ ノ ロジ ーの 問 題 で あ

る。354-5行 目で パ ル ク は 海 へ 身 を 投 げ よ うとす るわ け で あ る が 、 自死 の挫

折 を 表 す と思 わ れ る表 現 は、 前 述 した よ うに 、 詩 篇 の 中 で そ れ よ り前 に も現

れ る。144行 目の 前 後 や165行 目の 前 後 な ど、 完 全 に 回 想 と思 わ れ る シ ー ソで

も、 “死 ” とそ の 不 首 尾 が歌 わ れ て い るの で あ る。

 『若 きパ ル ク』 研 究 史 に お い て 特 徴 的 な こ と は、 詩 篇 の 中 の 時 間 的 流 れ を

再 構 成 して 、 出 来 事 が 起 こ った 順 に 並 べ か え よ う とい う試 み が 、 さ ま ざ ま な

注 釈 者 た ち か ら、執 拗 に な さ れ て い る こ と で あ り、 た と え ぽJacques

Duchesne-Guilleminは 、 “若 き パ ル ク の ク ロ ノ ロジ ー 的 な キ ャ ン ・ミス” と題

して 、 この 問題 だ け に そ の 著 書 の 一 章 を充 て て い る し4、HytierもWalze1

もそ れ ぞ れ 持 論 を展 開 して い るわ け で あ る が5、 この 詩 篇 が 注 釈 者 に そ うし

た試 み を 要 求 す る の は 、 私 見 に よれ ぽ “死 ” が 詩 篇 の 中 に拡 散 して い る こ と、

回 想 され る 自死 の 試 み が 、 一 体 何 を 指 し て い るの か 明確 と は言 え な い こ とに

原 因 が あ る と思 わ れ る。

 以 上 の こ とを 念 頭 に 置 い て、 パ リの 国立 図 書 館 に所 蔵 さ れ て い る三 巻 本 の

『若 きパ ル ク』 草稿(以 下JPmsと 略 す)を 閲 覧 して いた と ころ 、 第5段 階6

に 属 す る紙 片 の 中 に 、次 の よ うな一 節 が あ る こ とに気 づ い た。

Ou bien barque fun鐫re!Et moi， vive， debout，[148]

          [_]

Je soutenais l'馗lat de la mort toute pure[370]

Telle j'avais jadis le soleil soutenu![371]

Toute， mais toute瀘oi， je m'offrais mon sein nu；{32}{372}

Et si d'un fer fortuit j'eusse senti la pointe

Ala pressante main ma main se serait jointe

Fi鑽e de le conduire et de substituer

Ma clairvoyance au dieu qui ne sait pas tuer.

Que dans le ciel plac駸 mes yeux tracent mon temple![209]
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                         (JPms I，45)

([]内 の数字は決定稿の行数を、{ }内 の数字は、 まだ詩句が決定

稿の形 を取 っていないが、それ と認められ ることを示す)

 372行 目と209行 目にはさまれた四行の詩句に注 目しよう。決定稿では、削

除 されてしまった4行 である。

もし偶然の鉄の切尖を切迫 した腕に感 じたならぽ

私の腕はそれに重ね合わされて、

誇 らしげにそれを導 き、

殺す ことの出来ない神の代わ りに自らの炯眼を置 きかえるだろう

 鉄(=fer)が 、 古 典 悲 劇 な ど で は 自動 的 に剣(二駱馥)の 意 味 に 使 わ れ

た こ とを 考 え る な らぽ 、 詩 句 の 意 味 は 明 白で あ ろ う。 つ ま りこれ ま で不 当 に

無 視 され て 来 た この 四 行 の ヴ ァ リア ソ トの 中 に は 、 は っ き り とパ ル クの 自殺

未 遂 、 し か も海 辺 で の溺 死 よ りも 、 ず っ と荒 々 し い手 段 に よ る 自殺 が 書 き込

ま れ て いた の で あ る。

 ク ロ ノ ロジ ー的 に、 当 然 海 辺 で の 自殺 未 遂 よ りも前 に あ る この剣 に よ る 自

刃 の 試 み を 、 我 々 はパ ル ク の “第 一 の 自殺 未 遂 ” と呼 ぶ こ とに し よ う7。 第

5段 階(こ の 段 階 で は 、 詩 篇 の タ イ トル は “La Seule Parque'L『 独 りの パ

ル ク』 だ った)で 、 この “第 一 の 自殺 未 遂 ” は、 若 干 の 語 句 の修 正 を受 け な

が ら、 三 度 書 き直 し され て い る(JPms I，45，48，58)。

 そ して続 く第6段 階 で は次 の よ うな形 を 取 る。

Oui， si d'un fer fortuit j'eusse senti la pointe

Ala pressante main ma main se serait jointe

Forte de le conduire et de substituer

Ma violence au dieu qui ne sait pas tuer.

(JPms I，69)
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 こ こで は、 四行 目 の “clairvoyance” が “violence” に代 わ り、 さ ら に意 味

が 明確 に な っ て い る。

殺すことのできない神の代わ りに、私自身の暴力を置 きかえるだろう

 死 を 祈 願 して も、 希 うだ け で は死 ぬ こ と は で き な い。 パ ル ク は 、 自分 の手

で “剣 を 導 き”、 そ れ に “誇 ら しげ に” 決 着 を つ け よ う とす るの で あ る。

 この 四 行 の ヴ ァ リア ン トは 、 そ の後 詩 篇 か ら除 外 され 、 さ ま ざ ま な 問 題 を

後 に 残 す こ とに な る の だ が 、 そ れ に つ い て は後 述 す る こ とに して 、 この “第

一 の 自殺 未 遂 ” を 念 頭 に 入 れ る こ とで 可 能 に な る
、 幾 つ か の 解 釈 上 の 発 見 に

つ い て 述 べ る こ と に し よ う。

 例 え ぽ406行 目 〈“Non， non!... N'irrite plus cette r駑iniscence!” 一 こ

の遠 い 記 憶 を掻 き立 て る こ と はや め よ!〉 の “r駑iniscence” につ い て 、 オ

ク タ ー ブ ・ナ ダ ル は これ を既 に 失 わ れ て し ま っ た 原 初 的 な 自己 同一 性 の 記 憶

と解 し8、 ワル ツ ェル を は じめ とす る多 くの 注 釈 者 は 、 前 夜 の 、 海 辺 で の 溺

死 未 遂 の 記 憶 だ と解 し て い るが9、 筆 者 は これ を(決 定 稿 で は 暗示 され るだ

け の)遠 い過 去 に遡 る第 一 の 自殺 未 遂 を も含 む 、 これ ま で の パ ル ク の全 過 去

を 回顧 す る詩 句 と して 読 ま れ るべ き だ と考 え る(そ の 方 が 、 “r駑iniscence”

と い う言 葉 の意 味 に も よ く合 致 す る と思わ れ る)。 さ ら に423-4行 目 〈“Cherche，

du moins， dis-toi， par quelle sourde suite/La nuit， d'entre les morts， au

jour t'a reconduite?” 一 せ め て 捜 せ 、 ど ん な秘 密 の 道 を通 り、 夜 が お前 を 陽

の下 へ連 れ 戻 した の か?〉 も、 そ れ ま で の パ ル クが 想 念 した 、 全 て の死 へ の

衝 動 と そ の 挫 折 を 歌 った も の と し て 読 ま れ る べ き で あ ろ う。479-80行 目

〈”Et ce reste d'amour que se gardait le corps/Corrompirent sa perte et ses

mortels accords.” 一 こ の躰 が 抱 い た 愛 の 名 残 りが 、 滅 び と死 す べ き契 約 を

破 綻 させ た のだ 〉 も同 様 で あ る。 これ らの 大 団 円 近 くの語 句 は、 全 詩 篇 を一

瞬 の うち に フ ラ ッ シ ュバ ッ ク させ る よ うな重 層 性 を 帯 び て い るの で あ る。

 しか し、 この “第 一 の 自殺 未 遂 ” に よ っ て 、最 も明 確 に決 着 が つ け られ る
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と思 わ れ る解 釈 上 の 難 点 は 、 “On'aurait-il fallu， folle” の フ ラ グ メ ン トの 中

に 置 か れ た 次 の 四行 で あ る

Trouveras-tu jamais plus transparente mort

Ni de pente plus pure o�e rampe瀘a perte

Que sur ce long regard de victime entrouverte，

P稷e， qui se r�igne et saigne sans regret?

お前はもはや、透明な死を見出せないだろう

私が破滅に向かって這 う、より純粋な傾斜 も

半ぽ引き裂かれ、青ざめ、惜 しげもな く血を流す

生贄の長い視線の下よりも

 こ の 四 行(384-7行 目)は 、 これ ま で 、 注 釈 者 た ち の 意 見 を 最 も分 か れ さ

せ て 来 た 四 行 で あ る と言 え る。 そ れ は 、海 辺 で 溺 死 す る の を 思 い 止 ま っ て

戻 っ て 来 た パ ル ク が 、 何 故 こ こで 半 開 きの 生 贄 〈“victime entr'ouverte” 〉

に 自 らを 譬 え、 血 を 流 す 〈“saigner sans regret” 〉 の か 、理 解 しが た い か ら

で あ る。

 た と え ぽ 教 科 書 版 を 編 纂 し たH.Fabureauは 、 次 の よ うな 解 釈 を 提 出 す

る。

 こ こで パ ル ク は 、 静 脈 を開 く ス トア派 の 自殺 を 思 い 浮 かべ る10。

 BenoitとWalzelも こ れ と 同 じ 意 見 を 採iって い る。 し か しMaurice

B駑olとFrancis Prunerは 、 これ を パ ル ク の 生 理 と解 す る。

 パ ル ク が 自 ら の蛇 を 忘 れ た 瞬 間 に、 突 然 起 こる 生 理 の描 写 で あ る11。

確 か に 静 脈 を開 く死 と い うの は、384行 目の “transparente mort” を 説 明



                    若 きパルクの “第一 の”自殺53

す る の に は都 合 が い い。 血 を 失 って 蒼 白 に な る こ とで 、 「透 明 な死 」 に 到 る

とい うわ け で あ る12。

 だ が この 「透 明 な死 」 は、 そ の よ うな肌 の 濃 淡 の よ うな表 層 的 な意 味 だ ろ

うか 。 書 簡 の 教 え る こ と ろ に よ る と、 草 稿 を 読 ん だ ピエ ー ル ・ル イ ス が この

表 現 につ い て 注 文 を つ け 、 そ れ に 対 し て ヴ ァ レ リー 自身 は次 の よ うに返 答 し

て い る。

 “透 明 な 死 ”、 こ の表 現 に は私 は 固 執 しま す 。 この形 容 詞 は そ の 前 の くだ り、

そ して 詩 篇 全 体 の 精 神 とつ な が って い る の で す13。

 “透明な” とい う形容詞が単に死者の肌 の色 とい う意味なら、“詩篇全体の

精神 とつながる” とい う詩人の発言の意味を理解す ることは困難になる。む

しろ これは、Walzelが 言 うように、 「完璧 な死、純粋で、一切の卑俗 なと

ころのない死」14と解釈するべきであろう。

 ましてやベモル、 プリュネ両氏の 「生理」とい う解釈は、出血の現象を説

明はするが、何故それが 「透明な死」 と結 びつ くのか、それは一切説明され

ない。

 結論から言 うと、少な くとも草稿の段階においては、 この傷、この血は、

剣による自殺未遂による想像上の傷であ り、出血であった と思われる。

 やは り第五段階の草稿を引 こう。

Le moment souverain ne la peut plus p稷ir.[392]

Que boive le soleil ce flot qu'elle d馘aigne，

Que le jour en ruine orne ce flanc qui saigne

Mais que bus par la soif de ces cupides yeux

S'assombrisse le sable et s'effacent les cieux，

Versant d'un col qui penche une sombre fontaine{393}

                          (JPms I，63)
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 392行 と393行 の 間 に挟 ま れ た 四 行 の 詩 句 は、 は っ き り と、 パ ル ク の 傷 の 場

所 ま で示 し て い る。

 最 初 の 二 行 が特 に 重 要 で.ある。

彼女が軽蔑するこの波を、太陽が呑み込まんことを。

そして廃墟を照 らす太陽が、 この血を流す脇腹を飾 らんことを。

 前 述 した 通 り、 草 稿 の第5段 階 に は 、 海 辺 で の 自殺 の詩 句 は な く、 代 わ り

に剣 に よ る 自殺 未 遂 を 回 想 す る くだ り(“On'aurait-il fallu”)が 結 尾 部 を

飾 っ て い た 。 この 順 序 で 詩 句 を読 む な ら ば、 そ の 末 尾 近 く に置 か れ た こ の数

行 を 、剣 に よ る 想 像 上 の傷 を 歌 っ た もの と考>xる こ とは 、 極 め て 自然 と思 わ

れ る。

 この 四 行 の ヴ ァ リア ン トは 、 “第 一 の 自殺 未 遂 ” が詩 句 か ら抹 消 さ れ た あ

と も、 何 度 も推 敲 を 重 ね られ 、 詩 篇 が 決 定 稿 の形 を 取 る ぎ りぎ りの 時 期 ま で 、

抹 消 され ず に存 続 し て い る。

 た と>xば 第12段 階 で は 、 次 の よ うな形 を取 る。

Et le pas騁ouff�u dieu qu'elle d馘aigne

Se perd， plus il approche une gorge qui saigne

Elle ne trouve plus dans l'oubli spacieux

Ces fant�es volants qui furent terre et cieux

(JPms II，49)

彼女が軽蔑する神の、音のない足音は

失われ、続いて血を流す喉が近づ く。

 さきほど引いた ヴァリアソ トの中に、“殺す ことのできない神” とい う表

現があったことを想起 しよう。殺 してくれない神を “軽蔑”したパルクには、

その神の足音は失われ、その代わ りに置 きかえた 自分自身の暴力を想起する。
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そ し て こ こで は 、 そ の 傷 痕 の 箇 所 は脇 腹 で は な く、 よ り 自殺 を 示 す の に劇 的

な形 で あ る喉 に変 わ っ て い る(“gorge” は女 性 の 胸 の 意 味 もあ る が 、 い ず れ

に し て も、 よ り劇 的 に な る こ と は言 う まで も な い)。

 つ ま りヴ ァ レ リー は、 剣 に よ る 自殺 の詩 句 を抹 消 した が 、 そ の結 果 と し て

の 傷 と血 の 方 は、 な お も しば ら くの 間 残 し て お い た 。 だ が最 終 的 に は 、 あ ま

り具 体 的 に 傷 の場 所 を 示 す こ と は、 好 ま し くな い と判 断 した の で あ ろ う、 そ

の 傷 の詩 句 も最 後 に は 抹 消 し、 決 定 稿 で は 、 た だ 出 血 の 現 象 を 表 す 詩 句 だ け

が 残 さ れ た の で あ る。r私 は 詩 句 は少 し穏 や か に し な け れ ぽ な りま せ ん で し

た 」 とい う、 詩 人 が モ ッケ ル宛 に 書 い た手 紙 の一 節 が 思 い 出 され る15。

 こ こで は384-7行 目だ け に 考 察 の対 象 を絞 った が 、 そ れ だ け で な く、 こ の

詩 篇 に は 、 傷 あ る い は 傷 痕 を 明 示 あ る い は 暗 示 す る詩 句 が非 常 に多 い。 目 に

つ くま ま に 挙 げ る だ け で 、48行 目の “ma lourde plaie”、98行 目の “cette

morsure fine”、172行 目 の “mon marbre b饌nt” 、298行 目 の “ma jeune

blessure” 、299行 目の “Mais blessures， sanglots， sombres essaie” な どが あ

るが 、 この うち蛇 の 噛 み 跡 で あ る こ とが 明 白 な98行 目以 外 は 、 そ の解 釈 は解

釈 者 に よ って ま ち ま ち で あ る。 こ こで は紙 面 の 関 係 で 詳 細 す る余 裕 が な い が 、

遠 い過 去 の 剣 に よ る 自殺 未 遂 は 、 これ らの 表 現 に も何 ら か の 影 響 を与 えて い

る と考 え られ る。

 草 稿 を 調 べ て最 終 的 にわ か った の は、 次 の こ とで あ る。

 草 稿 の全13段 階 の うち、 第1段 階 か ら第4段 階 ま で は、 ヴ ァ レ リー は 海 辺

で の溺 死 〈“Terre trouble_et m�1馥�1'algue” 〉 で 詩 を終 わ らせ よ うと し

て い た 。 そ して この段 階 で は そ れ は未 遂 で は な く、 本 当 に主 人 公(ま だ この

段 階 で は 、 主 人 公 に 名 前 は な か った)を 死 なせ て終 わ らせ る 予 定 だ った ら し

い。 土 の 上 に残 る 主 人 公 の 足 跡 で、 そ の 死 を 暗 示 し て終 わ る とい う方 向 も

あ った よ うで あ る16。

 と ころ が 第5、 第6段 階 で は 、詩 篇 の 中 間 部 に剣 に よ る 自殺 未 遂(“ 第 一

の 自殺 未 遂 ”)を 導 入 し て 、 そ の代 わ り最 終 的 に は 主 人 公 を 生 か す 方 向へ と
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変 わ っ た。

 そ の証 拠 に こ の二 つ の 段 階 で は 、 今 ま で 結 尾 部 を飾 っ て い た “Terre trou-

ble_” の フ ラ グ メ ン トが 姿 を消 して 、 末 尾 に 来 る の は “O n'aurait-il fallu”

の 節 で あ る。 つ ま り この 段 階 で は 、 パ ル ク は 死 なず 、 海 辺 に も行 か な い。 か

つ て の剣 に よ る 自死 と、 そ の挫 折 を 嘆 くエ レ ジ ー(こ れ よ り少 し前 の 状 態 の

時 、 詩 篇 は “�1馮ie int駻ieure” と呼 ぼれ て い た)の 様 相 を 呈 して い た の で あ

る。

 しか し第7、 第8段 階 で は、 ヴ ァ レ リー は再 び考 え を 改 め 、 パ ル ク を 自殺

させ る こ とに した の で あ る。 そ して “Terre trouble_” の 詩 句 を結 尾 部 と し

て復 活 させ た た め 、 第 一 の 自殺 未 遂 の 方 は 、縮 小 を余 儀 無 くさせ られ た 。 最

後 に ヒ ロイ ンを 自殺 さ せ る こ と に す る な ら ぽ 、 そ れ 以 前 の 自殺 の試 み につ い

て多 弁 を弄 す る こ とは 、詩 篇 を あ ま りに も暗 い もの にす るだ け で な く、 ラス

トの 死 の 劇 的 効 果 を 薄 め て し ま うだ ろ う。

 そ して 第9段 階 以 降 、 ヴ ァ レ リー は 三 た び考 え方 を変 え、 決 定 稿 の 形 に到

達 す る。 つ ま り、 “Terre trouble_” の詩 句 を 、 詩 篇 の 末 尾 で は な く真 ん 中

に据>xる こ とに した の で あ る。 自殺 の 詩 句 を 、 最 後 で は な く真 ん 中 に 据 え る

とい うこ とは 、 そ れ を 未 遂 に終 わ らせ る こ とに した とい うこ とで あ る。 そ し

て ラ ス トを 生 の 讃 歌 で詩 篇 を しめ く くる こ とに した 。

 そ し て これ に よ っ て 、 “第 一 の 自殺 未 遂 ” の 方 は完 全 に行 き場 を 失 うこ と

に な る。

 は っ き り と剣 で 我 が 身 を 刺 す 詩 句 は 、 こ の時 期 す で に詩 篇 か ら除 外 され て

い た が 、 そ の前 後 に置 か れ て いた 詩 句(“ 影 の 発 見 ” の 詩 句 、 “純 粋 な 死 ” の

詩 句 、 そ れ とパ ル クが 自 らを 葬 る祭 壇 を 想 い描 く209-10行 目 な ど)も 明 示 を

避 け 、詩 篇 中 に 分 散 す る こ と に な った 。 パ ル クを 最 後 に 生 か す 方 向 に 決 ま っ

た 以 上 は 、 一 つ の 詩 篇 の 中 で 自殺 未 遂 が 二 回 も描 か れ る の は 、 形 式 に お い て

も 内容 に お い て も厳 密 を重 ん じ る ヴ ァ レ リー が許 す こ とで は な か っ た だ ろ う。

 これ に よ っ て決 定 稿 で は 、 海 辺 で の 溺 死 未 遂 の 他 に も、 何 か 過 去 に お い て

死 の試 み が あ っ た ら し い の だ が 、 そ れ が 何 だ か は っ き り特 定 で き な い と い う

こ とに な っ て し ま った 。 そ れ に よ っ て 、 さ ま ざ ま な ク ロ ノ ロ ジ ー研 究 な ど も
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生まれたわけであるが、時には詩篇中の全ての死に向か う試みを、 この海辺

での事件に結 び付けて考えるような、極端な解釈を生む ことになったのであ

る。

 転用された詩句 もある。“On'aurait-il fallu”の フラグメソ トは、第5、

第6段 階では、剣による自死を回想して詩篇を しめ くくる役割を果た してい

たが、決定稿では、ほぼそのままの形で溺死未遂の後 に置かれて、海辺での

死の挫折を歌 うものになった。ただ しこの箇所 も、その直前の事件だけを

歌った ものと解釈す ると、 この詩句の持つ重層性は見失われてしまうだろ う。

 これ ら全てがヴァレリーの意図するところでもあったか どうかはわからな

い。だがとにか く死は、詩篇の中にぼらまかれて遍在することによって、詩

句の解釈を難解なものに したが、同時に詩篇末尾のパルクの生への回帰を、

より感動的なものにしているのである。

注

[JPms I，II，III] Dossier de La Jeune Parque reli馥n trois volumes， con-

 serv饌u D駱artement des Manuscrits de la Biblioth鑷ue Nationale(les

 chiffres arabes renvoient aux feuillets)

1.ア ラ ンは ユ48行 目(“Glisse!Barque fun鐫re_”)に つ け た 注 で 、 こ う書 い

 て い る。 「こ れ が こ の 詩 篇 に お げ る死 の 領 域 で あ り、 そ れ は と て も 小 さ い」

 (Paul Val駻y；La Jeune Parque comment馥 par ALAIN Gallimard，1953，

 p.80)

2.F. de Lussy；La gen鑚e de La Jeune Parque Minard 1975

3.Nicole Cereyrette-Pietri；La Parque et la mort， in Paul Val駻y 2，

 Minard，1977

4.Etude pour un Paul Val駻y La Baconni鑽e，1964 pp.225-237

5.Jean Hytier；Question de Litt駻aire，騁udes val駻yenne et autres Gen钁e，

 Droz，1967

  Pierre-Olivier Walzel；La Po駸ie de Paul Val駻y Cailler，1953

6.草 稿 の 段 階 づ け は 、 国 立 図 書 館 司 書 で も あ る フR一 ラ ン ス ・デ ュ ・リ ュ シ ー

 の 分 類 に従 っ た(前 掲 書)。 た と え ぽ 第 五 段 階(La Seule Parque)は 、 オ

 ク タ ー ブ ・ナ ダ ル の 分 類 で は第 三 段 階 、 ブ リ ュ ー ス ・プ ラ ッ トの 分 類 で は 第

 八 段 階 に 当 た る。

7.筆 者 は 十 年 ほ ど前 の 仏 文 論 文(``Les mortels accords inachev駸 de La
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Jeune Parque” 藝 文 研 究 第59号 1991年)の 中 で 、 こ の パ ル ク の 第 一 の 自殺

 未 遂 に つ い て 触 れ た 。 そ の 後 明 治 学 院 大 学 の 清 水 徹 先 生 が 、 草 稿 に お け る パ

 ル ク の 自殺 未 遂 を 明確 に 指 摘 し た は じめ て の もの と し て 拙 論 を取 り上 げ て 下

 さ った(「 『若 き パ ル ク』 を 読 む 」 明 治 学 院 論 叢 第580号 1996年)。 研 究 か ら

 離 れ て い た 筆 者 が この 言 葉 に 勇 気 づ け ら れ た こ と を 、 こ の場 を借 りて 感 謝 し

 た い。

8.Octave Nadal；La Jeune Parque， pr駸entation et騁udes

  Le Club de Meilleur Livre，1957， p.80

9.Walzel前 掲 書 p.221

10.Po駸ie choisies， Hachette， Edition scolaire，1952， p.29

11.Francis Pruner， Laεy〃z601'(7π6 du S6η)ent dans Laノ騏ne Parque in

 M駘anges Litt駻aires Fran輟is Germain， universit馘e Dij on 1979 p.240

12.た と ，xぽGrace Campbellは こ う述 べ て い る。 「こ の 表 現 は 、 生 命 が 去 っ

 た あ と の 、 死 者 の肌 の 透 明 さ を 表 す も の で あ る」La synphoye dans La

Jeune Parque de Paul i/al駻y， University Mississipi， Romance Mono-

 graphe，1975， p.18

13. ouvres Compl鑼es I， p.1625

14.Walzel前 掲 書 pp.220-221

15. ouvres Compl鑼es I， p.1630

16.た と え ば次 の よ うな ヴ ァ リア ン ト

 noyade，

 Pied sur le sable(JPms II-25)

 ne laisser que le vertige，1'empreinte du pied(JPms II，32)


